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身近な化学物質が対象です
化学物質のリスクアセスメント。実施できていますか？

2016年6月1日に開始した化学物質のリスクアセスメント実施義務化では、身の回りの作業で良く
使用されるアルコールや有機溶剤も一定量以上含まれている物質は対象となっています。
普段何気なく使用しているものも、使用方法を間違えると人体に影響を及ぼす可能性があります。

そうならないために化学物質のリスクアセスメントを実施しましょう。理研計器は非常に低濃度でも
測定可能な光イオン化(PID)式検出器を搭載したガス検知器にて、日々安心して作業に取り組める
ようなご提案をさせていただきます。

ポータブルマルチガスモニター

Model：

GX-6000
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【主な特長】 ※ 詳細はカタログをご確認ください。

○ 光イオン化(PID)式検出器搭載
⇒ 超低濃度（ppbからppmレベル）のVOCなどの

ガス濃度監視が可能です

○ VOCや毒性ガスなど、幅広いガス種の測定が
1台で可能
⇒ 労安法・特化則などの対象となるガスの

日常的な監視や、作業環境の連続監視が
可能です

個人用PID式モニター

Model：

Cub

PID式VOC(揮発性有機化合物）
濃度計

Model：

Tiger

拡散式

吸引式

吸引式

トルエン

ガソリン

アセトン

エタノール

酢酸エチル

※一定量以上含まれている場合対象となります。詳細はお問い合わせください。
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